

















天倫院は下田歌子 （以下歌子） の夫下田猛雄 （以下猛雄） の戒名

































































































































































































































































































































去帳の善右衛門、八十八、賢 などの実名から見て、猛雄の実名は治理であろう。戒名にある 「全 居士」 の 「理」 「治理」 に由来するものであろうか 松原正勝氏は、猛雄 「雄」 師 島村勇雄から一字貰って改名したとしている。
履歴によれば、家督相続後に大垣藩田宮流の島村勇雄に入門





















































は丸亀から出てきて東京 平尾家を訪ねる。下谷の警察署で鍒蔵は漢学を講じ、猛雄は剣道を指南 ていた、そういうめぐり合わせが、歌子と猛雄を結びつけた だと思われる」 と述べている。
踏み込んだ憶測は避けたいが、丸亀から出てきた猛雄は、この




























よるもので、歌子は に従わざ を得 かったとする『下田歌子先生傳』等の記述に 疑問 感じる。おそらく想定 の宮中出仕によって、二人は結婚を待たざ を得なくなってしまったのではなかろうか。
猛雄は生計のためか、慣れない仕事に取 組むが、順調にはい





































































て、加藤修造ら二十一人の主唱者の呼びかけで建立費用を募り、旧藩士など百五十四人 賛同を得て明治十六年四月、丸亀の浜町にあった船魂（玉）神社境内に紀念碑が建立された。この石碑は船魂神社が移転した際に丸亀城 移されたが 石碑の脇に、賛同者の名前を刻んだ「捐金人名記」石柱がある。この度、丸亀市立資料館 林恵氏より 半分以上土に埋もれた状態と っている
図14	 紀念碑（丸亀城内）














































う印象であったが、平尾家代々の位牌一柱 鍒蔵の位牌と比べるとほぼ同じ大きさであっ しかも、形式はほかが札型 であるのに対して猛雄のものは牌身に袖 付いた雲形位牌である。この形式は通常位の高い人物 際に用いられるとのことで 住職の位牌もこの形式を用いる場合があるとのお話だった。歌子の位牌は、現在確認できる二柱とも猛雄の位牌よりは大きい 、 自身が、夫の位牌と不釣り合いになるほど 大きな位牌をなど望んでいたとも思えない。猛雄亡き後歩んだ女子教育者と て 道りが、結果 して位牌の大きさに顕れたということ なろう。
山口は、鍒蔵、猛雄、歌子の間での書簡やそれを裏付ける鍒蔵
の資料からうかがわれるのは「下田先生の秘められた青春などと
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いうような好奇的な内容ではなくて、この三人がそれぞれの立場で祈った、小さなつつましい幸せへの願いと努力」であったと述べる。しかし その願いと努力は潰えて、猛雄は四年あまりの結婚生活の終わりを 「酒乱という汚名まで残して、おのれをも歌子をもずたずたに引き裂くようにしてその生涯を終えたのである」 と評している。
猛雄とはどんな人物であったか、今回の検証でもその人物像が
明らかになったとは言 難い。 かし、装飾の施された猛雄 位牌は、二人の若き日の想いもその後の思わぬ困難も含めて、共に悩み苦しんだ歳月を経て、一人亡くなった夫への歌子の愛惜の情を物語るものではなか かと改めて感じている。
猛雄の喪が明けた直後の明治十七年七月十日に、歌子は宮内省
御用掛を任ぜられ、華族女学校設立準備から教授、学監と新たな女子教育の道へ踏み出すことと った。その後 歌子の人生に猛雄との年月がどのような影響を残していったかなど、更なる検証が必要な点は多々あるが、 それ は今後の課題としていきたい。
附．下田猛雄位牌調査報告












































































































































































































































Findings about Takeo Shimoda
— Supplementary Report: Investigation on the mortuary tablet of Takeo Shimoda —
AIKO Harumi
Takeo Shimoda, what kind of person was he?
The mortuary tablet of Takeo Shimoda, which had been missing for a long time, has been found. This 
report investigates Takeo Shimoda, the husband of Utako Shimoda, with reference to the previous studies.
Takeo Shimoda was a clansman of Marugame Domain in Shikoku; he was a swordsman.
He traveled to various places in Japan for training in swordsmanship and stopped by Iwamura Domain, 
which is Utako’s hometown.
It has been said that In early Meiji era, he coached swordsmanship in Tokyo; he instructed 
swordsmanship in the police academy where Juzo Hirao, the father of Utako, taught.
Takeo soon had close a relationship with Juzo, and this relationship is said to have resulted in his 
marriage to Utako.
Utako resigned as a court lady and married Takeo, but he suffered a serious illness.
She had strong requests from people around her, and started a private school for women’s education; 
she established the school on her premises. At the same time, she nursed her husband, but he died of 
illness about four years after they married. 
After that, Utako became remarkably active as a women’s educator. Takeo, however, has been considered 
as a person who was behind the times, and who was a burden on Utako.
This study takes a fresh look at Takeo based on related materials.
It also shows images of Takeo’s mortuary tablet, from which we can sense Utako’s strong feelings for 
her husband.
